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　業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 2 月 13 日に公表した業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせします。

記

１．平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正

　　（平成 21 年 1 月 1 日～平成 21 年 6 月 30 日）

(1)連結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 24,000 280 460 200   7 円 26 銭

今回修正予想（Ｂ） 22,867 65 243 110 　4 円 00 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,133 △215 △217 △90 △3 円 26 銭

増減率 △4.7% △76.8% △47.2% △45.0% △44.9%
前期実績

(平成 20 年 6 月期 ) 22,191 241 416 73 2 円 66 銭

(2)個別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 22,800 250 410 190 6 円 89 銭

今回修正予想（Ｂ） 21,596 13 187 99 3 円 60 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,204 △237 △223 △91 △3 円 29 銭

増減率 △5.3% △94.8% △54.4% △47.9% △47.8%
前期実績

(平成 20 年 6 月期 ) 21,130 145 315 20 75 銭

２．平成 21 年 12 月期通期業績予想数値の修正

　　（平成 21 年 1 月 1 日～平成 21 年 12 月 31 日）

(1)連結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 40,500 300 600 300   10 円 88 銭

今回修正予想（Ｂ） 40,000 200 500 250 　9 円 09 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △100 △100 △50 △1 円 79 銭

増減率 △1.2% △33.3% △16.7% △16.7% △16.5%
前期実績
(平成 20 年 12 月期 )

39,386 26 351 △69 △2 円 51 銭



(2)個別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 38,500 200 500 250 9 円 07 銭

今回修正予想（Ｂ） 38,000 110 410 200 7 円 27 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △90 △90 △50 △1 円 80 銭

増減率 △1.3% △45.0% △18.0% △20.0% △19.8%
前期実績
(平成 20 年 12 月期 )

37,315 △84 220 △163 △5 円 93 銭

３．修正の理由

 (1)第２四半期累計期間業績予想

  平成 21 年 12 月期第２四半期累計期間の業績予想につきましては、連結および個別とも売

上高が予想を下回ったことにより、営業利益・経常利益・四半期純利益は前回公表値（平成

21 年 2 月 13 日）を下回る見込みであります。

 (2)通期業績予想

　　　平成 21 年 12 月期通期の業績予想につきましては、受注工事の小規模化等の要因から受注

　　価格の低廉化およびコスト高が予想されるなど厳しい状況が続くものと想定され、第２四半

　　期の実績見込みを鑑み、通期の業績予想は前回公表値を下回る見込みであります。

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後

　様々な要因により、上記予想数値と異なる場合があります。

以上


